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災害支援ナースとは 

• 看護職能団体の一員として、被災した看護職の支
援や被災者の健康レベルを維持できるように、被
災地で適切な医療・看護を提供する役割を担う看
護職のこと。 

• 災害のレベルに応じて勤務先に支援要請がくる。  

• 活動する場所は医療機関・社会福祉施設・避難所 

• 発生後3日以降支援が始まる。 

• 1人の派遣期間は移動を含めて 

 最大でも3泊4日。 

 



稲城市立病院の 
 災害支援ナースの派遣状況 

• 現在、登録者3名 

• 2011年3月 東日本大震災 2名 

• 2015年9月 常総市の豪雨による水害 2名 

• 2016年4月 熊本・大分地震 2名 
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災害とは？ 

人間社会が予想できなかった原因、経過によって、個 

人または個々の集団が、元の生活や生産活動への回復 

不能、あるいは回復困難な損害を受けること。 

  

 暴風・豪雨・豪雪・洪水・高潮・地震・津 

 波・噴火その他の異常な自然現象又は大規 

 模な火事若しくは爆発その他、その及ぼす 

 被害の程度においてこれらに類する政令で 

 定める原因により生ずる被害 
 

日本の災害対策基本法 1961年11月15日制定 



災害の種類 
• 自然災害 → 広域災害 ライフラインの途絶など 

[気象災害:天候の動き] [地象災害:地下や地上の動き] 
 

 

 

 

 

 

• 人為災害（人災）：局所災害  

 化学爆発・都市大火災・大型交通災害・ビル・地下 

 街災害・炭鉱事故     

• 特殊災害：長期型・複合型等 

 広域波及型 放射能・有毒汚染の拡大  

 

・台風 

・洪水・土砂 

・津波 

・地震・土砂 

・雷 

・火山噴火 

・豪雪 



大規模自然災害では 
どのような被害が起きるのか？  
【地震の場合】（津波を除く） 

  ■建物倒壊 
 

   ■火災の発生 
 

   ■土砂崩れ 
 

   ■液状化現象 
 



災害が起こるとこうなる 

• ライフライン（電気・ガス・水道）が使えない 

• 道路の使用制限（通行できるのは緊急車両のみ） 

• 家屋損壊で自宅に住めない（避難所での生活） 

• 物資の不足（物流がストップ。店舗に物資が入ら
ない） 

• 救急・消防・警察が災害支援へ。 

• 学校が閉鎖（学校が避難所となり使用できない） 

• 役場窓口の制限 

• 預貯金の出し入れ制限     など 

 



人的被害状況 



2011年3月11日東日本大震災 津波   

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=XZrKUFE-b4OodM&tbnid=rSkyepgAzMjKmM:&ved=0CAUQjRw&url=http://blog.livedoor.jp/noriaki_20045/archives/51830309.html&ei=9ZpFUqP-HYeYkQXr8ICIAQ&psig=AFQjCNGYlsfnvXHbIafLr2rpjdQBHfp9XQ&ust=1380379379098708
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=Eevon5RmrnfCZM&tbnid=qTHvOt90eWXhGM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.asahi.com/eco/gallery/110904_unicef/u02_iwate2.html&ei=k5tFUsrQL479kAXXhoHICg&psig=AFQjCNGYlsfnvXHbIafLr2rpjdQBHfp9XQ&ust=1380379379098708
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=kbJOiohTLTh7UM&tbnid=Q_ptx0W2ZRoPkM:&ved=0CAUQjRw&url=http://ev.digital.asahi.com/special/20120311oneyearlater/&ei=M59FUrSZCsK_lQX93ICYCA&psig=AFQjCNGQgvparuGqOSzK45jyjOCdvCGn8A&ust=1380380834722699
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=Zd1BwnmCW30H4M&tbnid=QwGAi-PWM-0SsM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.nikkei.com/article/DGXZZO34197320T20C11A8000000/&ei=bp9FUuvDJYa_kgXEzoHwBg&psig=AFQjCNGQgvparuGqOSzK45jyjOCdvCGn8A&ust=1380380834722699


東日本大震災と熊本・大分大地震の被害状況 

   
 

東日本大震災 熊本・大分大地震 

発生日時 2011年3月11日14時46分 2016年4月14日21時26分 
2016年4月16日1時25分 

マグニチュード 9.0 6.5 6.2 7.3 7.0 震度７                     
震度6強2回 震度6弱3回 

死者・行方不明 18455人 50人（行方不明0人） 

重軽傷者 6152人 2337人 

死因 溺死 90.64％ 
圧死 4.23％ 
焼死 0.92％ 

家屋倒壊死 37人 
土砂災害 10人 

震災関連死 3472人 76人 

建築物の全壊・半壊 400,326戸 38,59４戸 

発生直後の避難者 40万人以上 183882人 



地 震 発 生 ! 



地震が発生! 
 その時の行動が大事… 

慌てて行動 

やけどする      

冷静に行動 

転倒しケガ 

ベッドから転落 



地震が起きたら何をするか？ 

• まずは自分の安全を確保する。 

 

 

 

• そして、落ち着いたらテレビやラジオ、携帯電
話などの通信機能を使って正確な情報をあつめ
る。 



病院も被災する。建物が損壊
し使用できないこともある。 

けがをしないよう日頃の対策が大事。 

減災に努める。 
病院も受け入れがはじまるが… 
重症者や中等症の患者が優先的に 
なる。 



発生から24時間の動き 

発生  
直後 

•安全の確保、火災の二次災害防止、避難路の確保、家族の安否確
認 

2時間 

•けが人の救出と応急手当、医療機関への搬送。災害の情報収集。

地域の被害状況の確認。 

6時間 
•家族の安否確認。物資の供給。避難所に移動するための準備。 

12時
間 

•夜間の避難時は照明、寒い場合は暖房の対策をする。電源の確保。
支援物資の配給。 

24時
間 

•消防や自衛隊などの機関と協力する。仕事のある人は職場に連絡。
被災者の健康管理。衛生管理の徹底。 





避難開始!! 
 周囲の状況を確認しながら行動しよう。 

• 自分の周囲の状況を確認し、避難すべきかを判断する。救助等が必
要な場合もある。子供・高齢者・妊婦・病気・けがをしている人の
支援をする。 

• 避難する際の注意点は？ 

 ＊非常持ち出し袋の中身は大丈夫か？家族の分はあるか？何日分？ 

   

 

オムツや生理用品や 
    日頃服用している内服薬 



大規模災害は健康生活を脅かす 

避難所等での生活が長期化すると様々な
健康への影響が懸念される。                    

 

避難生活の際に健康に過ごす方法とは？ 



避難所はどんなところ？ 
  < 南阿蘇中学校 体育館> 

熊本県の避難状況 
4月17日ピーク時 
避難者 18万人 
避難所 855か所 
11月11日 
避難者 3名 
避難所 1か所 



避難所での生活 

• プライバシーがない 

• 食事は配給制 

• 避難所での決まりを守る 

• 避難所には日課がある 

• 自分の健康は自分で管理 

• エアコン・暖房がない場合もある。寒さ、暑さは衣
類で調節 

• 救護所への受診は無料 体調不良時は受診する 

• 大勢の人が集まるため感染症にかかりやすくなる 

  風邪引き易く、食中毒による嘔吐・下痢の事例 

• トイレ掃除など環境での清掃も協力が必要 



生活・身の回りの事について 

【暑さ対策】 

• 春先過ぎや秋頃でも暑い日があると脱水や熱中症になる 

• 日中に外出時は、日傘の使用や帽子の着用、日陰の利用
等暑さを避け、こまめに水分・塩分補給 

• 屋内でも、室温が上がれば熱中症を発症する。適切に水
分・塩分をとる 

• 節電・節約を意識するあまり、クーラー等を使わず熱中
症となることも、室温をこまめに計測し、28度を目安
として、適度にクーラー等を使用する 

• 暑い日に、めまい、頭痛、吐き気などの症状がみられた
際は、我慢せずに医療機関を受診する 

 



 水分について 

【水分はこまめにとる】 

・トイレが整備されないので我慢する  

・様々なストレスで飲めない 

 ※特に高齢者は脱水に気付きにくく、影響を受けやす 

  い。尿路 の感染症や心筋梗塞、エコノミークラス 

  症候群などの原因に。 

【飲料水の衛生】 

・給水車等で汲み置きした水は早めに飲む 

・井戸水に影響がある可能性も…殺菌する  飲用する 



食事 
【栄養をとる】  
・食事のバランスは悪い…色々な食物をバランスよ   
 く食べる… 
【食品の衛生】 
・調理の前や食事の前には、手洗いを励行 
・食料は、冷暗所に保管 
・加熱が必要な食品は中心部までしっかり火を通す 
・提供された食事は、早めに食べる。  
・消費期限の過ぎた食品は保存せず捨てる 
・使用した調理器具等は洗浄。水がない場合はラッ 
 プや使い捨て容器を使用。 
・下痢、腹痛、嘔吐、発熱等の症状がある方や 
 手に傷のある方は、食品を取り扱う作業をしない 
 
 
 



南阿蘇中学校避難所で 
     ノロ集団感染か？ 

 
南阿蘇中学校で、避難者の男女２５人が下痢や吐き気などの
症状を訴え、一部の人からノロウイルスが検出された。                                            
ノロウイルスの集団感染の原因は衛生状態の悪化が原因。 
 
派遣された医師によると、断水で水が出ないため、避難者ら
はトイレでくみ置きの水を使って手を洗うため、この水を介
して感染が広がった可能性。トイレを消毒した。 
 
自治体の管理が行き届かず、避難所のトイレの清掃が十分で
なかったり、トイレと避難スペースを土足で行き来したりす
るケースもあったためか。  
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集団感染となる原因？ 

５年前に起きた東日本大震災でも福島の避難所でこの
『ノロウィルス』が確認された。 

１９００人程が避難されていましたがそこで６０人の方
がノロウィルスに感染した。                       
しかし、この感染は食事による食中毒ではなかった。 



避難所で発生する原因は？ 
 

①初期は避難所が過密状態で汚染物の処理が不適切に 
②手指衛生が不十分だった 
③トイレ掃除が不徹底だった 
④十分な換気ができていなかった 

 原因は不衛生な生活環境が考えられる。 

 対策は手洗いをしっかり行うことが大事。 

 石鹸やアルコールの擦式消毒剤による手洗いをする。 

①トイレの帰りの手洗い 
②おむつなど汚物に触れる可能性が高い場合 
③食前や料理の時 
④また外出からの帰りなど 





• 利用者の数に応じた
手洗い場とトイレを
設置 簡易トイレ等 

• 男性・女性用に分け
利用しやすいように 

• 使用後は、手指を流
水石けんでの洗い、
手指の消毒をする。 

• トイレは、定期的に
清掃、消毒を行いま
しょう。  

 

トイレの感染対策 



感染症にかかった方が滞在できる部屋 





インフルエンザ 
熊本県でインフルエンザが１０の避難所で計１６人が確認 

【インフルエンザの原因】 

 飛沫による感染 近接な環境の中不衛生な状況、 

 集団生活、栄養状態が悪いなど 

・アルコール製剤による手洗い  

・せきやくしゃみが出るときはマスクを着用 。周囲 

 の人もマスク！ 

・別室に移動する（症状があり治療した場合は解熱 

 後48時間まで） 

・十分な休養とバランスの取れた栄養摂取  



避難所での医療体制 
         （南阿蘇の場合） 

 

災害支援   
  ナース 



生活環境  

• 定期的に清掃  

• 避難所内は土足厳禁とし、靴を履き替える 

• 病気の方、高齢者に配慮して換気 

• 受動喫煙防止のために、体育館、集会場などの避
難所では、原則として全面禁煙 

• 避難生活が長期に及ぶと、布団にダニが繁殖し広
がりやすいので、定期的な清掃のほか、できれば、
布団・毛布等の日干しを行う 

• 入浴 自衛隊の簡易風呂 

• 更衣室 



【ゴミ】 

• 避難所のゴミ集積場や水たまりのまわりなどで
は、蚊 やハエなどが発生しやすい。 

• お互いに声をかけ合い、定期的に、ゴミ集積場
を含めた避難所全体を清掃する。 

• ゴミは定期的に収集する。避難所外の閉鎖され
た場所において管理する。  

• 身の回りで蚊やハエを増やさないために、網戸、
蚊帳、ハエ取り紙の設置や蚊取り線香、殺虫剤
等の使用が効果的。  



•災害の後は大変重いストレスにさら

されると、程度の差はあっても誰で

も、不安や心配などの反応が表れる。 

•まずは休息や睡眠をできるだけとる

ようにする。  

•これらの不安、心配の多くは時間の

経過とともに回復する。 

心のケア 



不安をためないために 

もし、不安になるようなことがあったら、 

１）心配で、イライラする、怒りっぽくなる  

２）眠れない  

３）動悸（どうき）、息切れで、苦しいと感じる 

  

などのときは無理をせずに、まずは身近な人や、
専門の相談員に相談する。 

また普段からお互いに声を掛け合うなど、コミュ
ニケーションを取るなどしてこころのケアをする。 

 



歯と口の清掃・入れ歯 
• 避難生活では、水の不足等により、歯の清掃がお
ろそか 

• 食生活の偏り、水分補給の不足、ストレスなども
重なり、むし歯、歯周病、口臭などが生じやすい。 

• 特に高齢者では、体力低下も重なり、誤嚥性肺炎
などの呼吸器感染症を引きおこしやすくなる。 

 

【対策】  

• できるだけ歯みがきを行う。 

• 歯みがきができない場合は、洗口液等を利用。 

• 入れ歯の紛失・破損、歯の痛みなどで食べること
に困っている方は、避難所の担当者に相談する。 



慢性疾患の方々へ  

慢性疾患は治療の継続が必要。 

•人工透析をする慢性腎不全、インスリン
療法が必要な糖尿病等、治療を中断しな
い。 

•高血圧、喘息、てんかん、統合失調症等
の方も同じ、治療を中断すると、病気が
悪化する恐れがある。 

•薬がなくなった、どこに透析に行けばい
いのかわからない。など、一人で悩まず
必ず避難所の保健師に相談しよう。 



車中泊 



車中泊をする理由と健康問題 
•他人に気をつかう。避難しやすい。 

•個人的な事情で車に泊まる場合（ペット等） 

•狭い車中でじっとしていると、塞栓症を発症
エコノミークラス症候群の発症。 

•車内の温湿度に注意（熱中症・脱水） 



Q１. 深部静脈血栓症/肺塞栓症 
いわゆるエコノミークラス症候群 
どんな病気ですか？  

長時間、足を動かさずに同じ姿勢でいると 

足の深部にある静脈に血のかたまり（深部 

静脈血栓）ができる。 

この血のかたまりの一部が血流にのって肺に 

流れて肺の血管を閉塞してしまう（肺塞栓） 

危険がある。 

これを深部静脈血栓/肺塞栓症という。 





Q2. 深部静脈血栓症/肺塞栓症が
起こりやすい人はいますか？ 

①高齢者 

②下肢静脈瘤 

③下肢の手術、  
④骨折等のけが 

⑤悪性腫瘍（がん） 

⑥過去に深部静脈血
栓症、心筋梗塞、脳
梗塞等を起こした事
がある 

⑦肥満、 

⑧経口避妊薬（ピル）  

⑨妊娠中又は出産直後 

⑩生活習慣病 

 糖尿病、高血圧、高 

 脂血症等 



Q3. どのような症状が起こ
るのですか？  

•初期症状は大腿から下の脚に発赤、腫
脹、痛み等の症状が出現する。 

•症状が発生したら急いで医療機関を受
診する必要がある。  

•足にできた血栓が肺に詰まると、胸痛、
呼吸困難、失神等の症状が出現し、大
変危険な状態になる。  



Q4. 予防する方法はありますか？  

長時間同じ（特に車中等での窮屈な）姿勢で 

いない。  

【予防方法】 

・足や足の指をこまめに動かす 

・１時間に１度は、かかとの上下運動 20～30回 

・歩く（３～５分程度） 

 適度な水分補給 

・ 時々、深呼吸をする 

・静脈血栓予防のできる弾性ストッキングを履く 

 



災害時の健康管理 まとめ 

• 災害はいつ、どんな場所でおきるかはわからない。 

• 災害が起きたら、まずは自分の身の安全を守る。 

• 災害発生後は落ち着いて避難をする。 

• 災害後に家に帰れない場合は避難所にいく。 

• 災害後の復興には時間がかかる。心身ともに健康な生活がおく
れるよう努める。早めに体調が悪い・不安などがあったら、
色々な支援の力をかりる。 

  災害がいつ来ても大丈夫なように 

 日頃から準備を始めていきましょう。 


